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平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
、

　
　

働
く
も
の
・
生
活
者
に
寄
り
添
う
政
治
へ
！

　　　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
住
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
日
々
、
ご
奮
闘
い

た
だ
い
て
い
る
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

２
０
２
３
賃
金
確
定
闘
争
で
は
、
物
価
高
騰
に
よ
り
実
質
賃
金
の
マ
イ
ナ
ス
が
続
き
、
組

合
員
の
生
活
が
苦
し
く
な
る
中
で
、
す
べ
て
の
世
代
で
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
内
容
は
、
30
年
ぶ
り
の
高
水
準
と
い
う
民
間
春
闘
の
結
果
が

全
く
反
映
さ
れ
ず
、
と
り
わ
け
、
中
高
齢
層
職
員
に
お
い
て
は
、
低
率
・
低
額
の
改
定
に
と

ど
ま
り
、
更
な
る
賃
上
げ
が
必
要
で
す
。

　

日
本
経
済
は
、
長
く
苦
し
ん
だ
デ
フ
レ
か
ら
完
全
に
脱
却
で
き
る
か
ど
う
か
の
岐
路
に
あ

り
ま
す
。
今
こ
そ
、
賃
上
げ
が
消
費
を
活
発
化
し
物
価
と
賃
金
が
安
定
的
に
上
昇
す
る
好
循

環
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
成
否
を
左
右
す
る
２
０
２
４
春
闘
で
は
、
民
間

の
仲
間
の
み
な
さ
ん
と
も
連
帯
し
、
継
続
的
な
賃
上
げ
を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

政
治
情
勢
は
、
与
党
自
民
党
の
一
強
体
制
が
続
く
中
、
安
全
保
障
関
連
法
や
防
衛
力
の
増

強
な
ど
、
戦
後
日
本
が
培
っ
て
き
た
専
守
防
衛
の
原
則
か
ら
外
れ
、
政
権
の
独
断
に
よ
り
実

質
的
に
戦
争
が
で
き
る
国
へ
と
体
制
の
整
備
が
、
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

現
政
権
の
暴
走
を
止
め
、
働
く
も
の
・
生
活
者
に
寄
り
添
う
政
治
へ
と
転
換
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
の
在
り
方
や
政
策
、
更
に
は
公
務
員
の
賃
金
労
働
条
件
は
、
す

べ
て
が
政
治
の
場
で
決
ま
っ
て
し
ま
う
以
上
、
私
た
ち
は
政
治
に
無
関
係
で
い
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

２
０
２
５
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
27
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
む
け
て
は
、
現
在
も
国
会

で
奮
闘
し
て
い
る
「
岸
ま
き
こ
」
参
議
院
議
員
を
、
再
び
国
政
の
場
へ
送
り
出
し
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
現
場
最
前
線
で
働
く
私
た
ち
の
声
を
国
政
の
場
に
届
け
、
政
策
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
岸
ま
き
こ
さ
ん
の
必
勝
を
め
ざ
し
、
と
も
に
た
た
か
い
を
進
め
ま
し
ょ

う
。

　

本
年
も
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
賃
金
労
働
条
件
の
改
善
、
平
和
と
民
主
主
義
を

守
り
、
共
生
社
会
の
実
現
へ
む
け
て
、
全
力
で
奮
闘
し
て
い
く
決
意
を
表
明
し
て
、
新
年
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 自

治
労
東
京
都
本
部

　
中
央
執
行
委
員
長

　 

松
村 

誠
治

Best Shot Competiti
on

「
人
生
」
　
　
　
　

　
　
立
川
市
職
員
労
働
組
合
　
渡
辺
　
美
穂 

さ
ん

（
選
評
は
４
面
に
掲
載
）

※各作品タイトルについては応募者の表記を尊重し、掲載しています。

最優秀賞

群
馬
県
沼
田
市
上
発
知
町

東
京
都
港
区

選評●神社での一瞬のドラマをとら
えた作品です。手前にはヘルパーさん
らしき人に補助されながらゆっくりと
歩くご老人、そしてその奥には、新郎
新婦とその左右にはおそらく二人の
ご両親が並んで記念写真を撮る後姿
があります。長い人生の中には様々な
出会いがありその中から様々な絆が
生まれます。どのようないきさつでこ
の瞬間に出会えたのかはわかりませ
んが、人生の始まりと晩年の絆の姿
が組み合わされた瞬間を見事にとら
えています。偶然の出会いも撮影者
の実力の内です。

講 評

は写真を見るといつも悩みます。被写体を見て良い
写真だなと思っているのか、写真全体から感じる言

葉にならない何かに感動しているのかと。写真は記録性と
表現性からできています。記録とは客観的情報（現実の再
現）のことです。表現とは主観的な撮り方（イメージの作り
方）のことです。写真の本質には、このような相反する面が
含まれています。そして、私たちは写真作品を見る時にこの
両面の間を揺れ動いている心の状態になっているのです。
正確に言えば、記録的要素の強い写真にも表現性はあり、
表現的要素が強い写真にも記録性はあります。要するにど
ちらの面を画面上に強く出しているか、写真に含まれる記
録性と表現性のバランスの問題です。そして、写真を見る面
白さ、楽しさは、この両面を行ったり来たりする不安定な心
の状態にあるのです。今回は上記のようなことを考えなが
ら審査に臨みました。そして、写真を見る楽しさ、面白さを
充分に味わいました。応募された作品の特徴として、「ネイ
チャー部門」は表現を意識した作品が多く、「繋がりの部
門」は記録を意識した作品が多かったです。一般的な傾向

として記録性の強い作品は、表現性の強い作品より写真の
美しさに劣る傾向がありますが、そこに写る被写体や状況
の背景や物語を想像しやすいです。つまり、直接写真には
写らないものが含まれているということです。良い写真に
は目に見えるものと見えないものの両方が含まれていま
す。皆さんも記録と表現の両面を意識しな
がら写真に撮り組んでみてください。今ま
でとは異なる何かを感じとり、世界が広が
るかもしれません。

　写真家　鈴木 邦弘さん

最優秀賞　選評

「人 生」　  渡辺 美穂さん

雑誌を中心にフリーの写真家として活
動。『自治労通信』および『世界』などにド
キュメンタリー写真を発表。93年「森の
人・PYGMY」で第18回伊奈信男賞を受
賞。日本写真芸術専門学校主任講師。日
本写真家協会（JPS）会員。

佳
　
作

「雪原のおやつ」
　町田市職員労働組合　守屋　涼さん

佳　作

「
古
城
と
侘
助（
舘
山
城
址
）」

　
　
　
練
馬
区
職
員
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
小
見 

佳
奈
子
さ
ん

佳　作

「
ね
り
ま
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
」

　
　
　
練
馬
区
職
員
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
小
城
原 

淳
さ
ん

佳　作

「
午
後
の
憩
い
」

　
　
　
町
田
市
職
員
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
守
屋 

涼
さ
ん

特 別 賞

「
静
か
な
寺
町
で
」

　
　
　
江
戸
川
区
職
員
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
藤
ノ
木 

尚
子
さ
ん

北海道札幌市中央区

一
般
部
門
賞

一
般
部
門
賞

優 秀 賞

「
お
地
蔵
様
の
春
」

　
大
田
区
職
員
労
働
組
合
　
江
口 

直
美
さ
ん

優 秀 賞

優 秀 賞

優 秀 賞

「
元
気
に
育
て
」

　
立
川
市
職
員
労
働
組
合
　
渡
辺 

美
穂
さ
ん

ネ
ー
チ
ャ
ー
部
門
賞

ネ
ー
チ
ャ
ー
部
門
賞

第26回 ベストショットコンクール第26回 ベストショットコンクール

●
各
受
賞
作
品
の

選
評
は
Ｈ
Ｐ
に
て

一
般
部
門

繋
が
り

「
困
っ
て
る
ド
ー
ベ
ル
マ
ン
」

　
　
調
布
市
職
員
労
働
組
合
　
保
坂 

知
宏 

さ
ん

「秋の空」　　　　

　江戸川区職員労働組合　田淵 美香 さん

一
般
部
門

繋
が
り

一
般
部
門

繋
が
り

一
般
部
門

ネ
イ
チ
ャ
ー
部
門

ネ
イ
チ
ャ
ー
部
門

繋
が
り

ネイチャー部門

ネイチャー部門 繋がり

部門 1　一般部門（テーマ「繋がり」）　　部門 2　ネイチャー部門

私
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リ

～～東京の労働と公務 場との関係・・
　　　　　　　　　波波及及すするる効効果果をを考考ええるる～～
～東京の労働と公務 場との関係・

波及する効果を考える～
東東東東京京京京京京 労労労働働働ととと公公務務 場場場ととと 関関係係係

東東京京都都労労働働委委員員会会
労労働働者者委委員員対対談談
東京都労働委員会
労働者委員対談

自治労東京の
回は東京の労働課題を取り巻く状況に着目しました。
2023年12月に東京都労働委員会の任期満了に伴う委

員変更もあったことから、新・旧東京都労働委員会労働者委
員である自治労東京選出のお二人をお招きし、対談企画を設
けました。一見、労働委員会というと公務職場からは少し遠
い位置にあると思われる組合員のみなさんもいらっしゃるか

もしれません。しかし公務職場においては、委託先や指定管
理の職場などで働く民間労働者の仲間も数多くいます。そう
した仲間と連帯する自治体職員もまた無関係ではありませ
ん。様々な立場で働く仲間のことや、自らの職場の実態に照
らし合わせながら、組合員の皆さんに東京都労働委員会の役
割を学び、考えていただける機会になれば幸いです。

今

自治労東京都本部
2023

自治労東京都本部
2023

自治労東京都本部
2023

新春対談新春対談新春対談新春対談新春対談新春対談

自治労東京都本部
2024

自治労東京都本部
2024

自治労東京都本部
2024

新春特別対談新春特別対談新春特別対談新春特別対談新春特別対談新春特別対談

法
令
を
読
み
解
く
力
、
ま
た
、

そ
の
行
間
を
読
む
力
が
非
常

に
活
か
せ
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

青
木　
日
野
さ
ん
の
お
話
し

さ
れ
た
法
令
を
読
み
解
く
力

と
い
う
の
は
非
常
に
大
切
で

す
。
労
働
委
員
会
は
私
た
ち

の
よ
う
な
労
働
者
を
代
表
す

る
労
働
者
委
員
、
使
用
者
を

代
表
す
る
使
用
者
委
員
、
そ

し
て
中
立
な
立
場
か
ら
公
益

を
代
表
す
る
公
益
委
員
に
よ

り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
公

益
委
員
に
つ
い
て
は
法
律
の

専
門
家
の
方
が
選
ば
れ
て
い

ま
す
。
裁
判
官
や
弁
護
士
、

法
学
者
の
方
な
ど
が
こ
れ
に

あ
た
り
ま
す
。
様
々
な
立
場

の
専
門
家
の
皆
さ
ん
が
一
つ

の
事
案
に
対
し
て
様
々
な
意

見
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。
結

論
が
固
ま
り
か
け
て
い
て
も

議
論
の
中
で
変
わ
る
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
す
。
準
司
法
的

進
的
で
、
心
が
痺
れ
る
よ
う

な
判
断
を
出
す
こ
と
が
で
き

る
機
関
に
私
自
身
も
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
、
是
非
と
も

携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

お
受
け
し
ま
し
た
。
そ
し
て

引
き
継
ぎ
を
受
け
た
前
任
の

青
木
委
員
が
ま
さ
に
こ
の
案

件
の
ご
担
当
で
し
た
。
日
本

最
大
の
人
口
・
就
労
人
口
を

有
す
る
東
京
で
、
自
治
労
東

京
を
代
表
し
て
労
働
者
委
員

に
な
っ
た
か
ら
に
は
、
自
治

労
の
名
に
恥
じ
な
い
活
動
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
問
題

も
国
会
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
全
く
同
じ
問
題
を
抱

え
て
い
て
、
そ
う
い
っ
た
も

の
へ
の
規
制
や
、
働
く
人
が

守
ら
れ
る
か
と
い
う
視
点
で
、

活
動
し
て
い
き
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

笹
川　
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ワ
ー
ク

も
一
気
に
広
が
っ
た
印
象
が

前東京都労働委員会労働者委員

青木 正男　
（あおき まさお）

八王子市職員組合執行委員長を経て、
自治労東京都本部副中央執行委員長
などを歴任。2023年11月まで３期６年
に渡り労働者委員として活動。

現東京都労働委員会労働者委員

日野 麻美　
（ひの あさみ）

自治労東京都本部女性部長、港区職
員労働組合執行委員長などを歴任。
2023年12月より労働者委員として活
動。

自治労東京都本部書記長

笹川 勝宏　
（ささがわ かつひろ）

八王子市職員組合書記長、自治労東
京都本部労働局長を経て2023年９月
より現職。

や
区
別
、
使
用
者
が
勝
手

に
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
る
と

こ
ろ
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

あ
る
現
状
が
あ
り
、
こ
う
し

た
と
こ
ろ
も
含
め
て
変
え
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

日
野　
青
木
さ
ん
の
お
話
の

通
り
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
課
題
に
も
通
じ
ま

す
が
、
多
様
な
働
き
方
に
対

し
て
、
労
働
者
を
守
る
仕
組

み
が
整
え
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
は
大
き
な
課
題
と
言
え
ま

す
。
会
計
年
度
任
用
職
員
の

お
話
も
出
ま
し
た
が
、
勤
勉

手
当
の
支
給
が
可
能
に
な
っ

た
一
方
で
、
そ
う
す
る
と
い

わ
ゆ
る 

１
３
０
万
円
の
壁
を

超
え
て
し
ま
う
こ
と
で
、
勤

務
を
制
限
し
た
り
、
辞
め
ら

れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が

増
え
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

働
く
人
の
考
え
方
や
実
態
を

踏
ま
え
た
対
策
を
国
に
は
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
し
、
そ
う
し
た
こ
と
に

対
す
る
働
き
か
け
は
連
合
や

自
治
労
に
一
番
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

笹
川　
お
二
人
に
挙
げ
て
い

た
だ
い
た
課
題
は
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
一
層
顕
在
化
し
た

社
会
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員
も
同
一

労
働
同
一
賃
金
の
観
点
で
権

利
向
上
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

合
わ
せ
て
仕
組
み
の
面
で
の

整
備
も
し
っ
か
り
求
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

←

←

5名

40名

牛・馬・羊などを放牧する設備を備えている場所。まきば。
大切なことを忘れないように書き留めておくこと。または、
それを書き付けたもの。
旅客を宿泊させて営業する家。旅館。
世の中で起こった事がら、事件。
みっつ。
英語で鶏肉のこと。
しましまのある馬。ゼブラ。
木や竹を組んで作った囲い。
国の最高権力者。君主。
働くこと。骨折り。労働力。
ある共通した性質・傾向などを持つ個々の物をひとまとめに
して呼ぶこと。また、その呼び名。
山野に出かけて紅葉を鑑賞すること。
めぐり合わせ。ラッキー。
思い。気持ち。かねての望み。
睡眠中に本当の出来事のように頭にうかぶもの。将来の希望。
悲しんだり、たいへんおかしかったりして、感情が強く動か
されたときに、目から出てくる液体。
建物の外側の囲いや、部屋と部屋の仕切り。障害物。

口が小さく、胴の部分がふくらんでいる入れ物。
家の中をいくつかに仕切った所。相撲の力士が属するところ。
よもぎの葉を混ぜて作った、うすい緑色のもち。
ある物事を始めるようになった要因。きっかけ。
知り合い。知っている人。
新聞や雑誌の記事を集めたり、書いたりする人。
体が細長く、口先がとがっている秋の魚。
空気を伝わって、音波によって耳に伝わるひびき。
糸やこよりをしんにして、ろうでかためたもの。
鳥のやわらかな羽や毛。
うまい味。商売の利益。
歴の上で春が始まる日。太陽暦の二月四日ごろ。
二番目に生まれた男の子。
息子の妻となる女性。息子の妻になった女性。
自分の顔や姿を映す道具。人の模範、手本。
肉体や心に感じる痛みや苦しみ。
子どもの遊具の一つで、斜めの長い面をすべって遊ぶ設備。

２．
３．

５．
６．
８．
９．
13．
14．
15．
16．
17．

19．
20．
21．
23．
25．

27．

１．
４．
７．
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11．
12．
14．
15．
16.
18．
20.
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24．
26．
27.
28.
29.

◎タテ・ヨコのカギをヒントに
　パズルを解き、A～Gの文字を
　つないでできる言葉を答えてください。クロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズル
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● タテのカギ ● ヨコのカギ

A B C D E F G
回
答

景　

品

★カタログギフト（14,000円相当）

★商品券（5,000円分）

▶記載のQRコードをスマート
フォンなどで読み取り、必要事項
を入力のうえ、ご応募ください。
当選者の発表は、発送をもってか
えさせていただきます。

◎締切2024年1月30日㈫応募方法

5名

40名

1

12

14

18

7

2 4

8

17

10

24 25

連れて来た人とはぐれたり、道に迷ったりした子ども。
スイッチが入っていること。
千の十倍。百の百倍。
真剣であるさま。真心のあるさま。誠実な様子。
晴れた寒い夜、水蒸気が地面に白くこおり付いた物。
人が眠っているときのかっこう。ねざま。
声や音を出すこと。
老人と若者。「○○○○○男女」
音楽に合わせて体や手足を動かし、さまざまな姿を見せること。
東京都が設立・運営する○○高校。
お金を入れて持ち歩くための小さい入れ物。
家屋の中で、水をよく使う場所。台所・洗面所・浴室など。
建物で、地面より下に作られた部屋。
子どもの子ども。
アメリカに渡ることは渡米。イギリスに渡ることは○○○。
選挙で選ばれた人が集まって、政治や法律などについての会議
をするところ。
土地の価格。
大気中の水蒸気が集まって小さな水滴となり、煙のように立ち
込めるもの。

夢や冒険などへの強いあこがれ。○○○チック。
地下深くに存在する、鉱物が地熱でどろどろに溶けたもの。
新しい年。年の初め。
天人が着て空中を飛ぶという薄くて軽い衣。
だいず・あずき・エンドウなどの仲間で、実を食用とする作物。
ある機能が備わっていること。様々な機能を○○○○する。
非常に気に入っている物や人。
足の裏のくぼんだところ。
とくに自信を持っているわざや能力 。
白○○、黒○○などがある。油は大変香りがよく、揚げ物など
に使われる。
どうすればいいかを考え、物事をうまくやっていく頭の
はたらき。
警察が行う鑑定のこと。
お金の出入りを計算・記録すること。
魚釣りに使う針。
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◎タテ・ヨコのカギをヒントにパズルを解き、
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● タテのカギ ● ヨコのカギ

A B C D E F
回
答

景　

品

★カタログギフト（14,000円相当）

★ギフトカード（5,000円分）

▶▶記載のQRコードをスマート
フォンなどで読み取り、必要事項
を入力のうえ、ご応募ください。
当選者の発表は、発送をもってか
えさせていただきます。

◎締切2023年1月30日㈪応募方法
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品
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「
労
働
者
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
」

と
い
う
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要

多
様
な
働
き
方
に
対
し
て
、

労
働
者
を
守
る
仕
組
み
が
で
き
て
い
な
い

笹
川　
本
日
は
、
お
集
ま
り

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
単
組
や
都
本
部
で
の

豊
富
な
知
見
で
東
京
都
労
働

委
員
会
労
働
者
委
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
る
新
旧
委
員
の
お

二
人
に
、
東
京
の
労
働
課
題
を

取
り
巻
く
状
況
や
、
取
り
組
ま

れ
る
中
で
の
課
題
や
意
気
込

み
、
ま
た
公
務
職
場
と
の
関
連

に
つ
い
て
も
お
伺
い
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

青
木
・
日
野　
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

Ｑ
１　
労
働
委
員
会
は
ど
う

い
っ
た
役
割
を
担
う
の
で

し
ょ
う
か
。 

青
木　
労
使
紛
争
が
発
生
し

た
場
合
、
紛
争
が
発
展
し
な
い

よ
う
に
、
公
正
な
立
場
で
迅
速

か
つ
円
満
に
解
決
し
、
安
定
し

た
労
使
関
係
を
図
る
た
め
に

設
置
さ
れ
た
、
独
立
し
た
行
政

機
関
で
す
。
公
正
な
立
場
で
労

使
課
題
を
円
滑
、
円
満
に
解
決

す
る
と
い
う
の
が
主
た
る
目

的
で
す
。
労
働
委
員
会
で
は
労

働
組
合
法
及
び
労
働
関
係
調

整
法
等
に
基
づ
き
、
労
働
組
合

と
使
用
者
と
の
間
の
集
団
的

労
使
紛
争
を
簡
易
迅
速
に
か

つ
的
確
に
解
決
す
る
た
め
、
労

働
争
議
の
調
整
（
あ
っ
せ
ん
、

調
停
、
及
び
仲
裁
）
や
不
当
労

働
行
為
事
件
の
審
査
等
を
主

な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。
紛

争
の
種
類
に
も
よ
り
ま
す
が
、

き
る
関
係
が
確
立
さ
れ
て
い

れ
ば
よ
い
で
す
が
、
個
人
が

そ
う
し
た
不
満
を
使
用
者
に

ぶ
つ
け
て
も
使
用
者
は
絶
大

な
権
力
を
持
っ
て
お
り
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
、
相
手
に
し

て
く
れ
ま
せ
ん
。
対
抗
で
き

な
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
、

無
理
だ
ろ
う
と
い
う
意
識
が

強
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
労
働
者
を
取

り
巻
く
様
々
な
労
使
課
題
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労

働
委
員
会
へ
の
申
請
は
年
々

減
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

労
働
委
員
会
へ
の
申
請
の
多

く
が
合
同
労
組
か
ら
の
申
し

立
て
に
な
っ
て
い
る
現
状
か

ら
も
、
職
場
に
労
働
組
合
が

な
い
と
い
う
課
題
を
示
し
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま

た
、
組
合
が
あ
っ
て
も
機
能

し
て
い
な
い
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

笹
川　
自
治
労
に
お
い
て
も

労
働
組
合
の
加
入
率
は
非
常

に
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
各
職
場
に
労
働
組
合

が
な
い
こ
と
に
よ
る
弊
害
が

顕
在
化
し
て
い
る
現
状
を
お

聞
き
し
て
、
危
機
感
を
一
層

感
じ
ま
す
。

Ｑ
３　
取
り
組
む
に
あ
た
っ

て
、
ど
う
い
っ
た
お
気
持

ち
で
臨
ま
れ
ま
す
か
。 

笹
川　
こ
ち
ら
は
新
し
く
就

任
さ
れ
た
日
野
さ
ん
に
お
伺

い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

日
野　
最
初
、
都
本
部
か
ら

お
話
を
い
た
だ
い
た
の
が

２
０
２
２
年
の
12
月
な
の
で

す
が
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期

に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
言
わ
れ
る
ネ
ッ
ト
で
登

録
、
受
注
し
て
業
務
を
遂
行

す
る
自
営
業
者
・
兼
業
者
の

労
働
者
性
を
認
め
て
、
団
体

交
渉
に
応
じ
る
命
令
を
東
京

都
労
働
委
員
会
が
日
本
で
初

め
て
出
し
て
ニ
ュ
ー
ス
に
な

り
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
も
先

あ
り
ま
す
。
働
き
方
が
多

様
化
し
、
兼
業
す
る
労
働
者

も
増
え
る
中
で
、
労
働
者
の

権
利
保
護
は
一
層
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
ね
。

Ｑ
４　
労
働
委
員
会
に
関
わ

る
課
題
は
公
務
職
場
に
影
響

し
得
る
で
し
ょ
う
か
。 

青
木　
基
本
的
に
は
労
働
組

合
法
対
象
の
労
働
者
の
た
め

の
紛
争
調
整
機
関
な
の
で
、

公
務
員
法
の
対
象
者
は
人
事

委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
治

体
直
営
の
現
業
職
場
や
自
治

体
が
委
託
す
る
事
業
に
お
い

て
委
託
先
の
清
掃
職
場
や
保

育
園
、
学
童
保
育
所
な
ど
、

広
い
意
味
で
は
福
祉
や
介
護

の
職
場
も
公
共
サ
ー
ビ
ス
関

連
に
あ
た
る
と
考
え
る
と
、

委
託
先
の
事
業
者
の
労
働
実

態
に
つ
い
て
も
委
託
元
と
し

て
責
任
を
持
つ
必
要
が
あ
る

様
に
思
い
ま
す
。

Ｑ
５　
労
働
者
委
員
と
し
て

公
務
職
場
で
の
経
験
が
活

き
た
・
活
き
て
く
る
と
考

え
ら
れ
る
場
面
は
あ
る
で

し
ょ
う
か
。 

日
野　
現
役
の
時
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
関
係
や
、

感
染
症
対
策
の
関
連
業
務
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
関
係

法
令
を
読
む
機
会
が
必
然
的

に
多
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、

機
能
を
も
つ
こ
と
か
ら
も
、

そ
う
し
た
知
識
は
非
常
に
活

き
て
き
ま
す
。
そ
れ
と
同
時

に
労
働
委
員
会
を
支
え
る
事

務
局
の
皆
さ
ん
の
能
力
も
非

常
に
長
け
て
い
ま
す
。
事
務

局
の
皆
さ
ん
も
法
律
の
知
識

に
造
詣
が
深
く
、
専
門
的
な

知
識
を
持
っ
て
い
る
人
が
担

当
し
て
く
れ
る
の
で
、
非
常

に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
６　
社
会
を
取
り
巻
く
状

況
の
変
化
、
感
じ
ら
れ
る

こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。 

青
木　
２
０
２
４
年
、
物
流

業
界
の
運
転
手
確
保
が
課

題
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
働
き
方
改
革
関
連
法
の

施
行
に
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
な
ど
の
時
間
外
上

限
規
制
が
強
化
さ
れ
る
こ
と

で
労
働
力
不
足
に
陥
り
、
物

流
が
滞
る
懸
念
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
の
政
策
で

は
確
か
に
働
く
人
た
ち
の
環

境
を
変
え
る
働
き
方
改
革
だ

と
い
っ
て
始
ま
っ
た
の
は
良

い
こ
と
で
す
が
、
な
か
な
か

現
場
の
実
態
に
う
ま
く
噛
み

合
っ
て
い
ま
せ
ん
。
実
態
に

即
し
た
働
き
方
に
つ
い
て
は
、

労
働
者
と
労
働
組
合
側
も
訴

え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、

そ
う
し
た
意
味
で
は
連
合
・

自
治
労
の
力
が
発
揮
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
か

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
非
正

規
労
働
者
の
関
係
に
つ
い
て

も
、
公
務
職
場
で
は
会
計
年

度
任
用
職
員
と
い
う
形
で

ル
ー
ル
が
変
わ
っ
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
民
間
の
非
正
規
雇

用
の
皆
さ
ん
、
い
わ
ゆ
る
嘱

託
職
員
や
非
常
勤
の
人
た
ち

の
労
働
条
件
は
依
然
と
し
て

悪
い
状
況
で
す
。
差
別

Ｑ
７　
労
働
者
委
員
と
し
て

争
議
等
の
解
決
に
あ
た
る

際
に
は
、
ど
の
よ
う
な
心

構
え・姿
勢
が
大
切
で
し
ょ

う
か
。 

青
木　
「
労
働
者
の
立
場
に

立
っ
て
考
え
る
」
と
い
う
こ

と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

労
働
者
委
員
に
は
決
定
権
が

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ

し
っ
か
り
と
話
を
聞
き
、
そ

れ
を
正
し
く
公
益
委
員
の
議

論
へ
繋
げ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
労
働
組
合
も
労
働
者
委

員
だ
か
ら
こ
そ
言
っ
て
く
れ

る
と
い
う
側
面
も
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
労
働
者
委
員

と
し
て
の
立
場
を
し
っ
か
り

と
認
識
し
て
任
務
に
臨
む
よ

う
心
が
け
て
い
ま
し
た
。

日
野　
こ
れ
は
、
引
き
継
ぎ

の
際
に
も
青
木
さ
ん
か
ら
一

番
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
何
よ

り
も
、
労
働
者
の
立
場
に
立

ち
、
申
立
て
を
す
る
労
働
組

合
の
立
場
に
立
っ
た
意
見
反

映
を
心
が
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
労
働
組
合
の
運
動

を
担
っ
て
き
た
中
で
、
最
初

に
先
輩
か
ら
教
え
ら
れ
た「
組

合
員
は
、
そ
の
一
点
の
み
に

お
い
て
等
し
く
守
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
と
い
う
教
え

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
改
め

て
そ
れ
を
胸
に
刻
ん
で
お
か

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

笹
川　
こ
の
こ
と
は
労
働
組

合
の
基
本
姿
勢
と
ま
さ
に
同

じ
で
す
ね
。
対
話
を
重
ね
よ

り
良
い
答
え
に
近
づ
け
る
。

公
務
職
場
で
は
一
定
の
法
律

で
守
ら
れ
て
い
る
が
故
に
、

民
間
労
働
者
も
法
律
に
よ
っ

て
守
ら
れ
て
い
る
と
勘
違
い

し
て
い
ま
し
た
。
労
使
交
渉

に
よ
っ
て
職
場
課
題
や
環
境

を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
公
務
も
民
間

も
同
じ
で
す
。
様
々
な
問
題

に
目
が
む
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く
と
良
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
職
場
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
誰
も
が

納
得
い
く
解
決
方
法
が
見
い

だ
せ
る
ま
で
話
し
合
う
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

日
野　
公
務
職
場
に
お
い
て

も
民
間
職
場
に
関
わ
る
課
題

も
存
在
し
ま
す
。
そ
う
し
た

際
に
は
労
働
委
員
会
に
相
談

し
て
い
た
だ
き
、
紛
争
解
決

の
手
段
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
地
方
公
務
員
の
労
働
関
係
に

関
す
る
法
律
」
の
改
正
案
も

上
程
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
務

員
の
労
働
基
本
権
の
確
立
も

そ
う
遠
く
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
様
々
な
部
分
に
目

を
む
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
な

と
思
い
ま
す
。
委
託
先
で
働

い
て
い
る
労
働
者
が
適
正
な

労
働
条
件
や
賃
金
で
働
く
た

め
に
各
自
治
体
で
の
公
契
約

条
例
の
制
定
も
引
き
続
き
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。す
べ
て
の
こ
と
が
繋
が
っ

て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

笹
川　
本
日
は
様
々
な
お
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
が
、
公
務
職
場
に
お
い
て
も

無
関
係
で
は
な
い
労
働
委
員

会
の
役
割
の
一
端
を
お
聞
き

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
委

託
し
て
い
る
業
務
が
回
れ
ば

い
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
広

い
視
点
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

題
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。 

笹
川　
こ
ち
ら
は
青
木
さ
ん

に
お
聞
き
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

青
木　
働
い
て
い
る
職
場
で

問
題
や
自
分
の
困
り
ご
と
や

望
む
こ
と
を
解
決
し
て
く
れ

る
の
が
労
働
組
合
だ
と
思
い

ま
す
が
、
労
働
者
が
組
合
に

加
入
し
て
い
る
こ
と
自
体
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
労

働
組
合
と
い
う
法
的
に
認
め

ら
れ
た
交
渉
組
織
に
よ
ら
ず

に
、
労
働
者
の
不
満
は
ど
こ

で
誰
が
解
決
し
て
く
れ
る
の

か
。
労
使
の
間
で
、
解
決
で

不
当
労
働
行
為
を
行
な
わ
せ

な
い
よ
う
に
し
、
行
為
が
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
そ
れ
を

是
正
さ
せ
る
の
も
役
割
と
な

り
ま
す
。

日
野　
基
本
的
な
役
割
に
加

え
て
、「
新
し
い
働
き
方
」
で

あ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ワ
ー
ク
※
１
に
か
か
る
労
使
関

係
は
、
最
大
の
課
題
と
考
え

て
い
ま
す
。
公
務
職
場
に
お

い
て
も
兼
業
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
し
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
中
に

は
、
複
数
兼
職
し
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
、
テ

レ
ワ
ー
ク
で
の
勤
務
も
定
着

し
て
き
ま
し
た
。
最
近
、
話

題
に
な
っ
て
い
る
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
※
２
も
地
方
で
は
、
行

政
が
主
体
と
な
っ
て
試
行
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

働
き
方
が
多
様
化
す
る
に

伴
っ
て
、
問
題
が
起
こ
っ
て

か
ら
で
は
な
く
、
未
然
防
止

策
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

笹
川　
争
議
に
発
展
さ
せ
ず

に
、
円
満
解
決
を
め
ざ
し
和

解
に
導
く
役
割
が
あ
る
の
で

す
ね
。
働
き
方
の
多
様
化
で

こ
れ
ま
で
に
な
い
課
題
も
見

え
て
く
る
時
代
に
突
入
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

Ｑ
２　
労
働
者
委
員
を
担
わ

れ
る
中
で
見
え
て
き
た
課

そ
の
繰
り
返
し
で
す
ね
。

Ｑ
８　
労
働
委
員
会
は
様
々

な
立
場
か
ら
委
員
が
任
命

さ
れ
て
い
ま
す
が
、 

捉
え

方
・
視
点
の
違
い
な
ど
は

実
感
し
ま
す
か
。

青
木　
労
働
委
員
会
の
方
向

性
と
し
て
、
労
働
者
の
た
め
に

と
い
う
視
点
が
あ
り
ま
す
。
と

に
か
く
で
き
る
だ
け
「
命
令
」

で
は
な
く
、
和
解
を
前
提
と
し

て
進
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
命

令
に
よ
っ
て
解
決
し
た
と
し

て
も
そ
の
後
の
労
使
関
係
が

ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
、
働
き
に
く

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま

で
も
双
方
が
納
得
し
て
円
満

な
労
使
関
係
が
続
く
よ
う
に
、

と
い
う
視
点
に
お
い
て
は
一

致
し
て
お
り
、
労
働
者
側
、

使
用
者
側
の
ど
ち
ら
の
委
員

も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

日
野　
私
も
同
じ
く
新
任
に

な
っ
た
委
員
と
話
す
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
非
常
に
柔
軟
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

笹
川　
先
ほ
ど
の
質
問
に
も

通
じ
ま
す
が
、
公
・
労
・
使

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
は
あ
っ
て

も
円
満
な
労
使
関
係
の
構
築

で
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
望

ま
し
い
こ
と
で
す
ね
。

Ｑ
９　
都
本
部
組
合
員
の
皆

さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

青
木　
私
自
身
も
な
か
な
か

現
役
の
時
に
気
づ
く
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、

※１　プラットフォームワーク：オンライン上のプラットフォーム（共通の土台となる環境）を介して発注者に対して労務の提供を行う働き方
※２　ライドシェア：一般ドライバーが自家用車を使って有償で人を運ぶサービス
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平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
、

　
　

働
く
も
の
・
生
活
者
に
寄
り
添
う
政
治
へ
！

　　　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
住
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
日
々
、
ご
奮
闘
い

た
だ
い
て
い
る
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

２
０
２
３
賃
金
確
定
闘
争
で
は
、
物
価
高
騰
に
よ
り
実
質
賃
金
の
マ
イ
ナ
ス
が
続
き
、
組

合
員
の
生
活
が
苦
し
く
な
る
中
で
、
す
べ
て
の
世
代
で
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
内
容
は
、
30
年
ぶ
り
の
高
水
準
と
い
う
民
間
春
闘
の
結
果
が

全
く
反
映
さ
れ
ず
、
と
り
わ
け
、
中
高
齢
層
職
員
に
お
い
て
は
、
低
率
・
低
額
の
改
定
に
と

ど
ま
り
、
更
な
る
賃
上
げ
が
必
要
で
す
。

　

日
本
経
済
は
、
長
く
苦
し
ん
だ
デ
フ
レ
か
ら
完
全
に
脱
却
で
き
る
か
ど
う
か
の
岐
路
に
あ

り
ま
す
。
今
こ
そ
、
賃
上
げ
が
消
費
を
活
発
化
し
物
価
と
賃
金
が
安
定
的
に
上
昇
す
る
好
循

環
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
成
否
を
左
右
す
る
２
０
２
４
春
闘
で
は
、
民
間

の
仲
間
の
み
な
さ
ん
と
も
連
帯
し
、
継
続
的
な
賃
上
げ
を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

政
治
情
勢
は
、
与
党
自
民
党
の
一
強
体
制
が
続
く
中
、
安
全
保
障
関
連
法
や
防
衛
力
の
増

強
な
ど
、
戦
後
日
本
が
培
っ
て
き
た
専
守
防
衛
の
原
則
か
ら
外
れ
、
政
権
の
独
断
に
よ
り
実

質
的
に
戦
争
が
で
き
る
国
へ
と
体
制
の
整
備
が
、
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

現
政
権
の
暴
走
を
止
め
、
働
く
も
の
・
生
活
者
に
寄
り
添
う
政
治
へ
と
転
換
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
の
在
り
方
や
政
策
、
更
に
は
公
務
員
の
賃
金
労
働
条
件
は
、
す

べ
て
が
政
治
の
場
で
決
ま
っ
て
し
ま
う
以
上
、
私
た
ち
は
政
治
に
無
関
係
で
い
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

２
０
２
５
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
27
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
む
け
て
は
、
現
在
も
国
会

で
奮
闘
し
て
い
る
「
岸
ま
き
こ
」
参
議
院
議
員
を
、
再
び
国
政
の
場
へ
送
り
出
し
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
現
場
最
前
線
で
働
く
私
た
ち
の
声
を
国
政
の
場
に
届
け
、
政
策
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
岸
ま
き
こ
さ
ん
の
必
勝
を
め
ざ
し
、
と
も
に
た
た
か
い
を
進
め
ま
し
ょ

う
。

　

本
年
も
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
賃
金
労
働
条
件
の
改
善
、
平
和
と
民
主
主
義
を

守
り
、
共
生
社
会
の
実
現
へ
む
け
て
、
全
力
で
奮
闘
し
て
い
く
決
意
を
表
明
し
て
、
新
年
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 自

治
労
東
京
都
本
部

　
中
央
執
行
委
員
長

　 
松
村 

誠
治

Best Shot Competiti
on

「
人
生
」
　
　
　
　

　
　
立
川
市
職
員
労
働
組
合
　
渡
辺
　
美
穂 

さ
ん

（
選
評
は
４
面
に
掲
載
）

※各作品タイトルについては応募者の表記を尊重し、掲載しています。

最優秀賞

群
馬
県
沼
田
市
上
発
知
町

東
京
都
港
区

選評●神社での一瞬のドラマをとら
えた作品です。手前にはヘルパーさん
らしき人に補助されながらゆっくりと
歩くご老人、そしてその奥には、新郎
新婦とその左右にはおそらく二人の
ご両親が並んで記念写真を撮る後姿
があります。長い人生の中には様々な
出会いがありその中から様々な絆が
生まれます。どのようないきさつでこ
の瞬間に出会えたのかはわかりませ
んが、人生の始まりと晩年の絆の姿
が組み合わされた瞬間を見事にとら
えています。偶然の出会いも撮影者
の実力の内です。

講 評

は写真を見るといつも悩みます。被写体を見て良い
写真だなと思っているのか、写真全体から感じる言

葉にならない何かに感動しているのかと。写真は記録性と
表現性からできています。記録とは客観的情報（現実の再
現）のことです。表現とは主観的な撮り方（イメージの作り
方）のことです。写真の本質には、このような相反する面が
含まれています。そして、私たちは写真作品を見る時にこの
両面の間を揺れ動いている心の状態になっているのです。
正確に言えば、記録的要素の強い写真にも表現性はあり、
表現的要素が強い写真にも記録性はあります。要するにど
ちらの面を画面上に強く出しているか、写真に含まれる記
録性と表現性のバランスの問題です。そして、写真を見る面
白さ、楽しさは、この両面を行ったり来たりする不安定な心
の状態にあるのです。今回は上記のようなことを考えなが
ら審査に臨みました。そして、写真を見る楽しさ、面白さを
充分に味わいました。応募された作品の特徴として、「ネイ
チャー部門」は表現を意識した作品が多く、「繋がりの部
門」は記録を意識した作品が多かったです。一般的な傾向

として記録性の強い作品は、表現性の強い作品より写真の
美しさに劣る傾向がありますが、そこに写る被写体や状況
の背景や物語を想像しやすいです。つまり、直接写真には
写らないものが含まれているということです。良い写真に
は目に見えるものと見えないものの両方が含まれていま
す。皆さんも記録と表現の両面を意識しな
がら写真に撮り組んでみてください。今ま
でとは異なる何かを感じとり、世界が広が
るかもしれません。

　写真家　鈴木 邦弘さん

最優秀賞　選評

「人 生」　  渡辺 美穂さん

雑誌を中心にフリーの写真家として活
動。『自治労通信』および『世界』などにド
キュメンタリー写真を発表。93年「森の
人・PYGMY」で第18回伊奈信男賞を受
賞。日本写真芸術専門学校主任講師。日
本写真家協会（JPS）会員。
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　江戸川区職員労働組合　田淵 美香 さん
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ネイチャー部門 繋がり

部門 1　一般部門（テーマ「繋がり」）　　部門 2　ネイチャー部門
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